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巻頭言：「環境保全推進センター発足の 1 年を振り返って」 

センター長 西山 覚 

 

 平成 26 年 4 月 1 日に「環境管理センタ

ー」が発展的に改組され「環境保全推進セ

ンター」としてスタートしました．新セン

ターのセンター長としてセンター教職員の

方々と駆け抜けた 1 年でした． 

環境管理センターにおいて環境教育活動

支援部門，環境保全対策部門（排水・廃液

管理），資源エネルギー管理部門（廃棄物，

省エネルギー）の３部門で構成されていた組織を，新センターでは，環境企画部門，

環境管理部門の２部門制に変更しました．環境企画部門においては，新たに学外より

リクルートした末次 憲一郎特命教授を部門長として，省エネルギーおよび全学的な環

境管理に係る企画立案を行っております．末次部門長には，民間での経験を活かし，

神戸大学におけるエネルギー使用状況の問題点を洗い出し，本質的な省エネルギーお

よび中長期に渡るエネルギー使用削減計画（CO2 排出量削減も含む）の立案，実施に

尽力いただいております．さらに環境報告書作成に関しても平成 26 年度から本企画部

門で担当しております．環境管理部門では，海事科学研究科の佐藤 正昭教授を部門長

として，これまでの環境教育および排水・廃液管理に関する業務を所掌しています．

学内から公共下水道に接続する排水の管理および実験廃液の処分を担当するとともに，

学内への各種出張講義（実験廃液の適切な取扱）ならびに教養原論である「環境学入

門」を実施しております．  

また，本年度はセンターの自己点検評価実施に当たり，摂南大学理工学部の森山 正

和教授ならびに鹿児島大学廃液処理センター長の冨安 卓滋教授に外部評価委員をお

願いしてセンターの組織体制，パフォーマンス等全般に渡って評価いただきました．

概ね高い評価をいただいたと思っておりますが，センター目線でなく，管理される側

の教員，学生の立場に立ったサービスの向上にも目を向けて欲しいなどといった助言

もいただいております．今後の活動に活かしていきたいと考えているところです． 

平成 28 年度からは 4 学期制が導入され，大学の教育環境が大きく変化します．セン

ターにおきましても変化に対応すべく平成27年度はその準備に注力していきたいと考

えております．今後共，学内の環境管理にご協力賜りますようお願い申し上げます． 
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環境企画部門の活動と平成２６年度実績 

環境企画部門長 末次憲一郎 

1. 緒言 

昨今のエネルギー管理体制の重要性から、全学的なエネルギー管理及びＣＯ２排出量削減を

推進することが急務となっており、この要請に応えるべく昨年４月に環境保全推進センター

が設立された１）。本環境保全推進センターは、神戸大学において、環境保全を推進し、持続

可能な社会の創造に貢献するために必要な施策を企画立案し、実施することを目的としてい

る。本センターには、環境管理部門と環境企画部門の二つの部門が新たに設置されたが、こ

のなかで環境企画部門について概説するとともに平成２６年度での活動実績について述べる。 

 

2. 環境企画部門の活動２） 

環境企画部門のミッションは、①環境保全活動の推進に係る基本計画の策定、②環境保全

活動の評価、③環境報告書の作成、④エネルギーの使用の合理化、⑤環境への負荷を低減さ

せるための技術の導入の５項目である。この環境企画部門には、全学から選ばれたメンバー

による環境企画・管理専門委員会とエネルギー専門委員会が設置されている。上記環境企画・

評価専門員会は、環境保全活動に関する方針及び具体的な計画の立案ならびに環境報告書の

作成を行う。この専門委員会は、センター内に含まれる学生のメンバーからなる学生環境調

査隊が連携して環境保全活動の推進を行っている。また、エネルギー専門委員会は、全学の

エネルギー使用合理化に関する具体的な計画、立案及び調査を行い、全学のエネルギー使用

の中・長期を含めた運用保全の中核を担っている。 

 

3. 平成２６年度の実績 

 3.1. 神戸大学環境報告書２０１４の作成と活用 

環境企画専門委員会は平成２５年度の全学環境に関する活動のまとめを行い、環境報告書

２０１４として総括した。この環境報告書には環境パフォーマンスや環境に関する教育と研

究トピックスなど、平成２５年度の環内活動内容をまとめて記載している。本環境報告書２

０１４をもとに学内ではコミュニケーションツールとして活用展開を行い、学外へは神戸大

学のＰＲの一助として活用を図っている。 

3.2. 全学環境保全推進報告会でのＰＤＣＡサイクルに基づいた進捗報告の実施 

環境企画部門は環境保全推進活動の推進状況や進捗を把握し、PDCA サイクルを着実なもの

とするために、全学環境保全推進報告会に

おいて、年間２回の進捗報告を行った。第

１回は７月であり、環境企画部門のミッシ

ョン等を報告するとともに、企業における

省エネ化推進についての講演開催を主催

した。１１月に第２回目の報告を行い、年

度始めに予定した計画の推進状況ならび

に環境パフォーマンス推進状況を報告し

た。とくにエネルギー使用が前年比で５％

以上増加していることで注意を喚起した。 
図１．第１回全学報告会センター長挨拶と企業による講演
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3.2. 学生環境調査隊による環境キャラバンと 

学長提言への推進 

環境企画部門は、大学公認の環境学生調査隊と

連携し、学生の視点による学内環境推進活動を大

学環境担当者とともに、年間計５回実施した。こ

れにより、学生の生の声を含めて各学部の環境活

動状況を集めることができ、改善が早期に推進さ

れた。また学長との対談も、大学運営に学生の視

点から学長への具体的な提案が可能となるため、

今後とも継続を予定している。 

3.3. エネルギーの合理化 

 3.3.1.全学のエネルギー使用状況の調査と課題 

第２期中期計画のＣＯ２排出量目標として、平成１６年基準で平成２７年までにＣＯ２排出

量を１５％削減としている２）。しかしながら、現状はむしろＣＯ２排出量が増加傾向となって

いる。このため全キャンパス各地区におけるエネルギー使用状況を調査した。その結果、病

院がある楠地区においてエネルギー使用量がかなり増加しており、一方、その他キャンパス

内各地区においては、むしろ減少の方向であることがわかった。これらの調査結果を各専門

委員会で周知させるとともに、全学報告会においてエネルギー使用状況の課題を報告した。 

3.3.2. 楠病院地区における原単位の検討 

これまで楠地区の原単位は、排出する二酸化炭素を面積で割った単位を用いていた。実際

の病院での活動とエネルギー発生状況の対応について再度見直しを行い、病院の実質的な活

動が原単位に反映可能なものとすることを検討した。その結果、病院では、高精度放射線治

療システムの導入、ＰＥＴ用サイクロトロンシステムの導入等、いわゆる高度先進医療活動

を推進していることから、エネルギー使用量の増加傾向が続いていることがわかった。この

ためＣＯ２の発生量を先進医療実施機能向上と対比すべきと考え、原単位の分母として、いわ

ゆる高度医療質向上及び対応力を分母とすることを考えた。その結果、この原単位が病院の

実質的な活動を表している可能性があることを見出し、現在さらなる検討を続けている。 

 

4． 結  言 

環境企画部門は、全学から選ばれたメンバーによる環境企画・評価専門員会とエネルギー

専門委員会により、それぞれのミッションに従い環境保全活動を開始した。環境報告２０１

４の作成を行いホームページに公開するとともに、全学環境保全推進報告会においてＰＤＣ

Ａサイクルの着実な推進徹底を図るため、環境パフォーマンス等保全推進活動の進捗につい

て計２回報告を行った。ここで全学のエネルギー使用状況においては、むしろ増加の傾向に

あり、楠病院地区のエネルギー合理化が大きな課題となっていた。このため病院地区が実際

推進している高度先進医療の質の向上と対応力強化を考慮した原単位の検討を進めている。  

環境企画部門は、神戸大学環境憲章の理念にある地球環境の保全と持続可能な社会を創造

する中核部門として、環境保全活動のさらなる推進に取り組んでいく。 

 

参考文献 

1) 神戸大学環境管理センター報（第９号 平成２５年度版） 

2) 神戸大学環境報告書２０１４（平成２６年度版） 

図２．環境キャラバン（上）と学長との対談（下）
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環境管理部門の御紹介と実績報告 

環境管理部門長 佐藤正昭 

 

環境管理部門は、水質管理センター（1970 年代に発足）・環境管理センター（1990 年代に

発足）の環境保全対策部門と環境教育研究活動部門の役割を引き継ぐ部門として、設けられ

た部門です。管理と銘打っていますが、大学の教育研究への支援を主たる業務としています。 

学則には、以下のように業務内容が定義されています。 

(1) 本学の構成員に対する環境教育に関すること。 

(2) 環境保全に関する調査・研究 

(3) 教育研究活動に伴い発生する環境汚染物質(大気汚染物質，水質汚濁物質，土壌汚染物

質等をいう。）の分析，計測監視の統括に関すること。 

(4) 教育研究活動に必要な指定化学物質の環境への排出量の把握及び管理の統括に関す

ること。 

(5) その他環境保全に関する教育・研究並びに環境汚染を防止するための技術的支援に関

すること。 

上記の学則に従い、今年度一年間活動を行ってきましたので、以下に項目立てて、報告・説

明いたします。 

 

1. 組織編制 

定期的な活動の方針と実務は、環境保全推進センターの会合にて審議かつ確認のうえ、進

めています。しかし、昨今、環境法の改正や神戸市の環境局等からの指導の頻度が増してお

り、緊急な対応がもとめられる案件もあると

考えられますので、専門員会として環境管

理・教育専門員会を設けています。構成員は

その実務者を中心に構成し、迅速な対応を目

指しています。（表 1） 

 

2. 環境管理部門の代表的な取り組み 

A. 環境教育 

a. 出張講義 

 新入生や実験等を開始する学生に、環境保全推進センターの廃液処理システムの説明と廃液

に関する諸注意を 1～2 コマ程度で講義を行っています。環境管理センターが発足した平成 16

年度から取り組んできた業務で、開催してきた部局は、理・工・農・海事・医・保健・大教と

理系全学部に及んでいます。図 1 にセンターが行ってきたので出張講義回数の推移を示します。

近年、15～17 回程度に収束しており、本活動の有用性は広く認知されているとともに、全学

に行き渡っていることを示しています。 

 

  

表 1. 環境管理・教育専門委員会 

構成員 

· 佐藤 正昭 （環境管理部門長） 
· 西山  覚 （環境保全推進センター長）

· 勝田 知尚 （同センター副センター長）

· 吉村 知里 （同センター 助教） 
· 重里 豊子 （同センター 助手） 
· 西川 大介 （同センター 技術職員） 
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b. 教養原論講義「環境学入門」 

 大学教育推進機構で開講している「教養原

論」の授業科目として、センターが主体とな

って 1 セメスター（後期・火曜日・5 時限目）

「環境学入門」を担当しています。講演者は

全学的に担当していただいており、200 名を

超える希望者が集まる人気の科目で、環境に

対する教員および学生の意識の高さを反映

していると考えています。 

 

B. 環境汚濁物質の把握 

a. 排水管理報告書 

 環境行政的な見地から、神戸大学は六甲事業場、楠事業場、深江事業場等から構成されて

います。したがって、それぞれの事業場は環境法の細則にあたる水質汚濁防止法の規定によ

り、各月 2 回の排水の測定が義務付けられており、半年ごとに神戸市に測定結果を報告して

います。各事業場の構成員の皆様には、上記の出張講義等により排水基準や排水方法につい

て知見を得られることをお勧めいたします。たとえば、いくつかの部局では絵の具やバッテ

リ－液を排水したために、鉛の排水基準を超えそうになったこともありました。防止法に記

載のある排水基準を超えますと、公共下水への排水が停止され、原因の究明に排水管理者が

当たることになります。各事業場の活動に大きな支障が生じることを認識していただきたい

と思います。 

 

b. ＰＨモニタリングシステム 

 神戸大学は 11 学部 14 研究科と大規模な組織です。排水管理報告書の項でも述べましたよ

うに、具体的な分析及び測定は各事業場に行っていただくとしても、本センターとして全体

を把握し、大きな問題が起きる前に予兆を捕らえることが水質管理センター設立時からの願

いでした。その願いの結実が「ＰＨモニタリングシステム」です。本システムが全学の特定

施設が接続する下水集積する 12 箇所に自動

ＰＨ測定器を設置し、インターネットを通じ

て、センター内にて 24 時間モニターできる

システムです。ＰＨのみのモニターリングで

すが、全体の把握に近づいたと感じます。セ

ンターにて表示されている画面を図 2 に示

します。画面では工学部第 3 棟の集積所のＰ

Ｈが排水基準に迫る様子が把握できます。Ｐ

Ｈモニタリングシステムはセンターの業務

の迅速かつ適切な対応に力を発揮していま

す。 

  

図 1. 出張講義の延べ回数（年度ごと）

図 2. PH モニタリングシステムの管理表示画面

（各事業所の排水口 PH が表示されている）
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c. ＰＲＴＲ調査報告 

環境汚染物質排出・移動登録制度（Pollutant Release and Transfer Register）：PRTR 制

度と申しまして、上記の環境省が設けた環境法の細則ではなく、経済産業省が設けた制度で、

化学物質の使用量や環境への放出量を国民に公表することで、国民からの理解と評価得るこ

とを目的とした制度です。監督省庁に起因するためか、届けが必要な化学物質は放出・移動

量が 1 トンを超えた物質のみです。これまで、センターでは化学物質の放出・移動量を集計

してまいりました。平成 25 年度、神戸大学が放出・移動させた化学物質の集計結果を表 2

に示します。ついに平成 25 年度はヘキサンが 1ｔを上回り、兵庫県に届けを行いました。そ

の放出・移動量の内容を検討してみたいと思います。表 3 に神戸大学と兵庫県の企業等から

の届けの集計内容を比較しました。兵庫県全体のヘキサンの放出・移動量は 1346 トンで、神

戸大学は 1 トンであり、兵庫県における神戸大学の占める割合は 0.1％でした。また、驚いた

ことに、兵庫県全体の集計結果は企業の活動状況が反映されたものと考えられるのですが、

ヘキサンの 50％以上が大気中に放出されていたのです。これは沸点が 68℃でかつ室温での高

い蒸気圧を示すヘキサンの回収の困難さを示すものと思われます。プラント等の管理設備を

使用しても、この回収率でしかないことを考慮すると、数の足し引きのみでは薬品管理がで

きないことが理解できます。 

 

3. 環境研究と分析業務 

行政当局の皆さんがいつも我々に言われることがあります。行政や法律による管理を目論

んでいるのではないと、各事業所が自助努力によって環境法の遵守を達成している状態を望

んでいると。（自力救済を）すべてが外部発注となった際は、法律に沿って厳格に判断せざる

を得ないと。 

センターは神戸大学自身が説明責任と能力を有する必要があると解釈しています。その方

針に沿って、当センターは各種汚染物質の測定器を備えています。（原子吸光分析装置、ガス

クロ質量分析装置、土壌汚染・水質分析装置オートアナライザー等）自らの分析を通じて、

問題発生時に臨機に対応できる体制を堅持するとともに、主体的な環境管理に努めています。 

 

4. 最後に 

環境管理部門の主だった活動を説明いたしました。環境と安全の維持は誰かに任せて、統

制を受けるものではなく、研究者自らがそれぞれ意識して初めて達成できるものと思います。

各個人ができるところからはじめることが重要だと感じます。皆様の御理解と御協力をお願

いいたします。 

  

表 2. 25 年度の神戸大学において使用

された化学物質上位 5位まで 

表 3. 兵庫県での n－ヘキサンの使用状況と神戸大との

比較 

大気中への排出 外部委託処理 計

72 944 1,016
7% 93% 100%

699,200 647,200 1,346,400
52% 48% 100%

排出量・移動量（ｋｇ）
事業場

神戸大学

兵庫県（24年度集計）



- 7 - 
 

センター主催特別講演会 

 

第１回講演会 

開催日時：平成２６年１１月１８日（火） １７：００～１８：３０ 

会場：神戸大学出光佐三記念六甲台講堂 

講師：名古屋大学大学院環境学研究科教授 

   高村 ゆかり 氏 

講演題目：地球温暖化交渉のゆくえ～グローバル化した経済における温暖化対策 

 将来にわたって安心して暮らしてゆける環境を求めることは、しばしば暮らしを支える経

済活動と対立することがあります。そこで、これら両者の調和を目指して新たな制度を設け、

それに対応する努力を通して現代社会は革新されてきました。近年では、化石燃料の使用に

伴う二酸化炭素の排出が、現代社会におけるエネルギー需要と全地球的規模の気候温暖化の

間での対立を引き起こし、世界的に喫緊の課題として認識されているのはすでに広くご存じ

のことだと思います。この課題に対しては、毎年、国連気候変動枠組条約締結国間で開催さ

れている、国連気候変動枠組条約締約国会議（COP）において議論が行われています。本講演

では、こうしたいわゆる地球温暖化交渉の最新動向について、その背景とともに近年新たに

現れた論点について、名古屋大学大学院環境学研究科教授の高村ゆかり先生をお招きしてご

講演いただきました。 

 高村先生は、日本学術会議 日本の展望委員会において地球環境問題分科会の幹事をお務め

になられるほか、経済産業省 総合資源エネルギー調査会において新エネルギー小委員会の委

員をお務めになられるなど、ご専門の国際環境法の観点から我が国の環境行政に積極的に携

わっておられます。また、長年にわたり、国連における地球温暖化交渉を追跡しておられ、

各種メディアにおいて解説やコメントを目にする機会も少なくありません。 

 講演では、本年度 9 月に公表された、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第 5 次報告

書の概要をご紹介され、また、COP と京都議定書についてご解説くださいました。地球温暖

化問題に関する国際条約では、従前の排出放任主義から排出規制主義への社会的価値・規範

の転換が進んでおり、さらに近年では、先進国で消費される製品の生産に伴う新興国におけ

る温室効果ガス排出量をいかに考えるかとい

う、グローバル化する経済の中での責任論に

ついてもご解説くださいました。本講演会は、

教養原論「環境学入門」の一環として開催さ

れ、聴講者の多くは学生でしたが、国際交渉

における具体的な議論は大変興味深い様子で

した。聴講者数は 114 人で、内訳は一般・教

職員 18 人、学生 96 人でした。 

 

  
高村ゆかり先生のご講演 
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センター主催特別講演会 

 

第２回講演会 

開催日時：平成２６年１２月９日（火） １７：００～１８：３０ 

会場：神戸大学 大学教育推進機構（全学共通教育部）大講義棟Ｂ２１０教室 

講師：神戸大学安全衛生・環境管理統括室特命教授 

   末次 憲一郎 氏 

講演題目：人類の歴史 5000 年への挑戦～鉛フリーはんだの創製と未来への進化 

 高度成長期以来、日本の電気機器メーカーは様々な製品を開発・生産し、日本国内のみな

らず世界各国に出荷して、人々の生活を便利に、また豊かに変えてきました。こうした電気

製品の内部には数多くの電子部品が互いにつなぎ合わされて収納されていますが、電子部品

をつなぎ合わせるときに行われる「はんだ付け」には他に代わる手段がなく、電機産業にお

いては創成期から変わることなく用いられてきました。しかし、はんだには有害な鉛が約 40%

含まれており、これが環境中に放出されると生態系に著しい悪影響を及ぼす懸念があります。

かつて上水道の管材に含まれていた鉛が溶け出して、それを飲用した人々に健康被害が生じ

たことをご存知の方も少なくないと思われます。 

 末次先生は、現在は本学において環境企画コーディネーターとして学長を補佐するととも

に、当センターの環境企画部門長を務めておられますが、かつては松下電器産業株式会社に

所属し、鉛を含まないはんだ技術の基礎研究を行い、同社による世界初の鉛フリーはんだ製

品の量産を実用化、さらに鉛フリーはんだ開発プロジェクト技術担当責任者として松下電器

全社で世界に先駆けて鉛はんだ全廃を実現させたご経歴をお持ちです。さらに、JEITA ワー

ルドサミットメンバー、鉛フリーはんだ関西サミット幹事として、国内はもとより世界にお

いても鉛フリーはんだ技術の普及にご尽力され、世界的な事業者団体である IPC から特別賞

を授与されるなど、ご活躍は数多くの団体より表彰されています。また、こうした鉛フリー

はんだは、今日では世界で生産される電気製品の 80%程度まで普及しているそうです。 

 講演では、本学も大きな被害を被った阪神淡路大震災の折、壊れて打ち捨てられた家庭用

電気機器が雨に打たれているのを目にし、酸性雨によってはんだに含まれる鉛が溶け出すこ

とを深く懸念されて研究に邁進されたエピソードや、企業における環境対応が今日ほど重視

されていなかった当時、社内や業界内での強

い風当たりに屈せずプロジェクトを推進し

たエピソードなどをご紹介くださり、新技術

の開発から社会普及までの活動に関して、理

系のみならず文系の学生にも興味深く聴講

していました。 

 本講演会は、教養原論「環境学入門」の一

環として開催され、聴講者数は 146 人で、内

訳は一般・教職員 12 人、学生 134 人でした。 

末次憲一郎先生のご講演 
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平成２６年度活動報告 

 

４月 廃液・排水管理についての出張講義 

 （理・工・農学部、新任教職員研修） 

 薬品類廃液・棄棄物回収 

 （六甲・鶴甲、深江、楠、名谷、PI地区） 

 排水管理報告書提出（神戸市） 

 

５月 廃液・排水管理についての出張講義 

 （保健学科） 

 PRTR アンケート調査 

 第１回運営委員会開催 

 中和・曝気槽保守点検第１回 

 

６月 廃液・排水管理についての出張講義 

 （医学部） 

 薬品類廃液・廃棄物回収 

 （六甲・鶴甲、楠地区） 

 エコフェスタ開催（後援） 

 PRTR 集計・届出提出（神戸市） 

  

７月 薬品類廃液・廃棄物回収 

 （加西、PI地区） 

 第１回全学報告会開催 

 （講演：パナソニック 栗尾孝氏） 

 第２回運営委員会開催 

 第１回環境企画・評価専門委員会開催 

 大学等環境安全協議会（広島大学） 

 中和・曝気槽保守点検第２回 

 

８月 薬品類廃液・廃棄物回収 

 （六甲・鶴甲、深江、楠地区） 

 第３回運営委員会（持回り）開催 

 第２回環境企画・評価専門委員会開催 

 第１回エネルギー専門委員会開催 

 

９月 環境報告書 2014 Web 公開 

 自己点検・評価書外部評価受審・提出 

 中和・曝気槽保守点検第３回 

10 月 廃液・排水管理についての出張講義 

 （農学部、理学部、工学部） 

 薬品類廃液・廃棄物回収 

 （六甲・鶴甲、楠、名谷、PI地区） 

 第３回環境企画・評価専門委員会開催 

 第２回エネルギー専門委員会 

 排水管理報告書提出（神戸市） 

 大学等環境安全協議会（大阪大学） 

11 月 第１回センター主催特別講演会開催 

 （名大 高村ゆかり教授） 

 第２回全学報告会開催 

 サステイナブルキャンパス協議会 

 2014 年次大会（北海道大学） 

 中和・曝気槽保守点検第４回 

12 月 廃液・排水管理についての出張講義 

 （工学部） 

 薬品類廃液・廃棄物回収 

 （六甲・鶴甲、深江、楠、明石・住吉、

淡路地区） 

 第２回センター主催特別講演会開催 

 （本学 末次憲一郎教授） 

１月 薬品類廃液・廃棄物回収 

 （六甲・鶴甲、楠、名谷、PI地区） 

 第４回運営委員会（持回り）開催 

 第３回エネルギー専門委員会開催 

 中和・曝気槽保守点検第５回 

２月 第５回運営委員会（持回り）開催 

 第４回環境企画・評価専門委員会開催 

 第４回エネルギー専門委員会開催 

３月 第６回運営委員会開催 

 大学等環境安全協議会（有馬） 

 日本 LCA 学会（神戸大学） 

 中和・曝気槽保守点検第６回
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平成２５年度 PRTR 制度による排出量・移動量調査結果 

 

 
注意 

※1 大気へ排出とは、ドラフトチャンバーなどから揮発により排出される量。 

※2 外部委託とは、環境保全推進センターを通じて排出する実験廃液や直接業者委託する

廃試薬等が該当する。 

※3 その他とは、上記 2 項目以外に該当すると思われる場合で、特記事項欄に詳細が記入

される。 

 

  特定第一種・第一種指定化学物質 排出量・移動量 [kg] 

  名称 番号 大気へ排出※1 外部委託※2 その他※3 特記事項 

昨
年
度
学
内
上
位

アクリルアミド(劇） 2 0.0 10.2 9.8 固化して廃棄 

アクリル酸及びその水溶性塩 (劇) 4 0.0 2.6 0.0   

アセトニトリル (劇) 13 34.5 347.4 0.0   

キシレン(劇） 80 8.3 59.7 0.0   

クロロホルム(劇） 127 16.2 570.6 0.0   

１－２ジクロロエタン 157 11.0 4.7 0.0   

ジクロロメタン 186 27.6 404.2 0.0   

N,N-ジメチルホルムアミド 232 1.0 82.5 0.0   

スチレン 240 0.0 0.7 0.0   

15 トリクロロ酢酸 282 0.0 3.7 0.7 保管中 

物
質 

トルエン (劇) 300 3.3 36.6 0.0   

フェノール(劇） 349 0.1 25.7 0.0   

ふっ化水素及びその水溶性塩(毒・劇） 374 0.5 8.3 0.0   

ノルマル―へキサン 392 72.0 943.5 0.0   

ホルムアルデヒド（特定第一種）（劇） 411 20.6 8.1 0.8   

ダイオキシン類 （量単位は mg-TEQ) 243 0.0 0.0 0.0   

そ
の
他
物
質 

亜鉛の水溶性化合物 1 0.0 2.5 0.0   

2-アミノエタノール 20 0.0 2.0 0.0   

エチレンジアミン四酢酸 60 0.0 0.2 0.0   

コバルト及びその化合物 132 0.0 2.5 0.0   

四塩化炭素 149 2.0 2.6 0.0   

1,4 ジオキサン 150 0.0 1.0 0.0   

ドデシル硫酸ナトリウム 275 0.0 1.2 0.3 実験系排水へ放流 

トリクロロエチレン 281 0.2 0.0 0.0   

ニッケル化合物 309 0.0 4.0 0.0   

ベンゼン 400 0.2 1.0 0.0   

α-メチルスチレン 436 0.0 1.8 0.0   

モリブデン及びその化合物 453 0.0 8.5 0.0   
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実験系廃棄物処理 

本学では産業廃棄物処理業者に実験系廃棄物の処理を委託している。平成 26 年度は前年度

と同様、アサヒプリテック株式会社に委託しており、当センターでは廃棄物の運搬、中間処

理、最終処分に至るまで適正に処理されているかをマニフェスト（廃棄物管理票）にて確認

した。 

平成 26 年度の実験系廃棄物の排出量は約 50 t となった。過去 5 年間の排出量の推移を見

てみると、本年は試薬等の量は少なくなったが、廃液量が増加した。全体の量としては上昇

傾向から横ばいになったように見える。 

次頁に各部局等における平成 26 年度の廃液処理実績を記載する。本年は廃棄物処理法政省

令の改正に伴い、1,4-ジオキサンを含む廃液を新たに分類Ⅳ-13 として区分した。 

 

 

本年と過去 5 年間における実験系廃棄物排出量の推移 

 

 

神戸大学で排出する廃棄物の種類と業者における処分方法 

種類 本学での廃液分類および廃棄物の種類 処分方法 

酸・アルカリ廃液 Ⅰ-1、Ⅰ-2、Ⅰ-4、Ⅱ-1、Ⅱ-2 

中和・還元・凝集沈殿 重金属等含有廃液 Ⅰ-3、Ⅱ-5～9、Ⅱ-11 

水銀含有廃液 Ⅱ-3 

シアン含有廃液 Ⅱ-10 特殊処理 

廃油 Ⅲ-1、Ⅳ-1 

焼却 有害溶媒廃液 Ⅱ-12、Ⅳ-2～13 

固形廃棄物 疑似感染性廃棄物、汚泥 
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排水水質管理 

本学の排水の多くは神戸市の下水道に排出している。下水道法に規定される水質を遵守す

るため、各部局に設けられた排水槽の pH 値を常時モニタリングし、排除基準が設けられる物

質に対しては定期的に機器分析することで、水質管理を行っている。定期分析については計

量証明が行われている業者に水質分析を委託し、環境保全推進センターにおいても分析を行

い、相互確認および委託していない項目の分析を行っている。これらの結果の一部を次頁以

降に示す。 

水質分析を行った項目とその区分 

区分 項目 

人の健康に係る被害を 

生ずる恐れのある項目 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ、ｶﾄﾞﾐｳﾑ及びその化合物、ｼｱﾝ化合物、 

有機燐化合物、鉛及びその化合物、 

六価ｸﾛﾑ及びその化合物、砒素及びその化合物、 

水銀及びｱﾙｷﾙ水銀その他の水銀化合物、 

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ（PCB）、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化炭素、 

1,2‐ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、 

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾁｳﾗﾑ、ｼﾏｼﾞﾝ、ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ、

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｾﾚﾝ及びその化合物、ほう素及びその化合物、 

ふっ素およびその化合物、1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ 

生活環境に係る被害を 

生ずる恐れのある項目 

ﾌｪﾉｰﾙ類、銅及びその化合物、亜鉛及びその化合物、 

鉄及びその化合物、ﾏﾝｶﾞﾝ及びその化合物、 

ｸﾛﾑ及びその化合物 

その他 

水素イオン濃度（pH）、沃素消費量、窒素含有量、リン含有量、

ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｸﾛﾛﾎﾙﾑ、 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ、ﾌﾞﾛﾓｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｼﾞﾌﾞﾛﾓｸﾛﾛﾒﾀﾝ、 

ﾌﾞﾛﾓﾎﾙﾑ、1,4-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

学内採水箇所 

採水分析頻度 採水箇所 

２回／月 工学部：３、自然科学：２、農学部：２、理学部１、発達科学部：１

１回／月 
大学教育推進機構：１、本部：１、楠地区：７、名谷地区：１、 

ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ地区：２、深江地区：１ 

【神戸市建設局による立ち入り水質調査】 

2014 年では神戸市建設局による立ち入り水質調査が、1,2,4,6,8,9,11 月に下記排水口にて

行われたが、検査の結果、いずれも問題はなかった。 

農学部西側南、工学部南、自然科学北、発達科学部西側南、理学部曝気槽、農学部曝気槽 
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 各研究棟から排出された実験排水のpH値は学内排除基準の5.5-8.5にほとんどが収まって

いる。また、各研究棟からの実験排水が公共水域に放出される前に合流する中和曝気槽では

適宜、排水の中和が行われるため、中和曝気槽から公共水域に排出される実験排水は神戸市

が定める排除基準の 5-9 を満たしている。 

 これらの値が正常に得られるよう、研究棟に設置された pH 計（図 1）や中和曝気槽のメン

テナンスを行っている。pH 電極の校正や劣化した消耗品の交換は 2カ月に一度、pH 電極のセ

ンサー部分の洗浄（図 2）は 1週間に一度の頻度で行っている。 

 

  

図１ 研究棟に設置された pH 計

青丸：pH 電極（マンホール内）

赤丸：モニター 

図 2 pH 電極メンテナンスの様子 

センサー部分の洗浄 
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平成 26 年 排水分析結果 
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「環境学入門」と外部評価 

吉村 知里 

 

１．「環境学入門」26 年度報告 

「環境学入門」は選択必修科目になり 4 年目を迎えた。受講者数は定員の 200 名のところ

昨年度同様希望者が 1000 人を超えたため抽選となり、最終的に履修者は 180 名となった（文

学 6名、国際文化 7 名、発達科学 20 名、法学 15 名、経済 6 名、経営 10 名、理学 9 名、医学･

保健 9名、工学 56 名、農学 14 名、海事科学 28 名）。 

講義内容については、昨年度の内容を原則的に踏襲し、テキスト「環境学入門」（神戸大学

環境管理センター環境教育専門部会編）を用いて下記のとおり進めた。特別講演会は、名古

屋大学の高村ゆかり教授に「地球温暖化のゆくえ グローバル化した経済における温暖化対

策」と題して環境と国際社会について講演いただいた。企業の環境対応については、今年度

は新たに特命教授として迎えた末次憲一郎先生にお願いし、一般の方も参加できる特別公開

講義として開催した。 

1.「ガイダンス」 西山 覚（環境保全推進センター・工学研究科） 

2.「環境と生態系」 丑丸 敦史（人間発達環境科学研究科） 

3. ｢環境と人体」 堀江 修（天理医療大学） 

4.「環境と生命」 星 信彦（農学研究科） 

5. ｢環境と地域」 林 美鶴（内海域環境教育研究センター） 

6. ｢環境と化学」 梶並 昭彦（工学研究科） 

7. ｢環境と資源・エネルギー」 石田 謙司（工学研究科） 

8.「環境倫理とは何か」 松田 毅（人文学研究科） 

9.「地球温暖化のゆくえ」 高村 ゆかり（名古屋大学）<公開特別講演会> 

10.「環境と経済」 竹内 憲司（経済学研究科） 

11.「企業の環境対応」末次憲一郎（環境保全推進センター） 

12.「環境とコミュニケーション」 米谷 淳（大学教育推進機構） 

13.「神戸大学の環境対応」 吉村 知里（環境保全推進センター） 

14.「人類社会の発展とエコロジー」 西山 覚（環境保全推進センター・工学研究科） 

15.「まとめ」 勝田 知尚（環境保全推進センター） 
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２．外部評価 

 大学教育推進機構の全学共通教育部の総

合教養教育部会に「環境学入門」は属してい

る。26 年度はその総合教養教育部会の外部

評価に当たっていた。 

 事前に部会長とのヒアリングを受け、現状

と今後の要望と学生の希望を報告した。後日、

関西大学の森朋子先生、北海道大学の細川敏

幸先生および大阪大学の佐藤浩章先生を外

部評価委員に迎えて総合教養教育部外部評

価委員会が開催された。そこで、「環境学入

門」の開講経緯と現状、講義の構成と神戸大

学独自の教科書を出版したこと、並びに受講

者数や教科書の生協での販売数も記した。 

 また、１５回の講義後のアンケート結果４

年分を示して今後の講義の計画について報

告を行った。外部評価委員の先生方の反応は、

概ね良い印象を受けたようだった。 

 2 年後の 28 年度から 4 学期性の導入のた

め、教員はその対応をこれから考える必要が

ある。さらにこれまでの学生アンケートの結

果と神戸大学が掲げている環境憲章および

教育憲章を照らし合わせ、大学側と学生の要

望に沿う「環境学入門」の講義内容の向上に

努めていきたい。 
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大学等環境安全協議会参加報告 

西川 大介 

 

H26 年度の大学等環境安全協議会が夏は広島大学で、秋は大阪大学で開催された。それぞ

れで 150 名以上の大学関係者が参加しており、環境・安全に関する情報交換等が行われた。 

広島大学での廃棄物管理研修では 2012 年におきた利根川へのホルムアルデヒド検出事故

を例に廃棄物排出者の排出者責任の重要さを確認する場が設けられた。この事故は排出事業

者が処理業者に廃棄物（ヘキサメチレンテトラミン：HMT）の内容を開示しなかったために生

じたものと言われている。この事故について、排出事業者が刑事責任は問われなかったもの

の（HMT が当時有害指定物質ではなかったため）、民事責任は問われ、1 都 4 県の水道事業体

から 3 億円近い損害賠償を求められた。神戸大学を含め、多くの大学が廃棄物処理を自前処

理から業者委託へと変更している。このような事故が起きないよう、大学でも排出者責任を

意識しておかなければいけない。私達も特別廃棄物管理責任者等が廃棄物の内容をチェックす

ること、廃棄物を出す個々の研究室での協力が得られるような体制をとっておくこと、廃棄物の

漏洩がないよう廃棄物運搬の現地確認をすることが求められ、今後もそれらを継続していく。 

大阪大学での廃棄物管理研修では他大学での事故事例の紹介から安全に対する議論が行わ

れた。他大学の事故は、ある研究室から金属粉末が廃棄物として出され、それが入った容器

を処理業者が開けた際に発火し、処理業者が火傷を負ったというもの。排出者は不活性化を

行ったと言うものの、金属粉は危険物第二類に該当することがあり注意が必要である。排出

者は事故が起きないよう責任を持って、管理と連絡をしなければならないと思い知らされた。 

また、大阪大学での研修の一環でアサヒプリテック株式会社神戸事業所での処理工程見学

が行われた（写真２）。神戸大学から排出された廃液が処理されている装置や処理工程を見学

し、的確な処理と安全性を確認した。その他、屋外に異臭を放たないように活性炭を用いた

脱臭設備を屋上に配置していることや洗浄等で使用した水を RO 膜によって再生利用するこ

と等、環境に配慮した取組が行われていることが分かった。 

今後もこれらの参加活動を通して、廃棄物処理への知見を深め、業務に役立てていきたい。 

  写真１ 大学等環境安全協議会（広島大学） 写真２ 廃棄物処理場見学 
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「キャンパスサステナブル推進協議会年次大会に参加して」 

西山 覚・吉村 知里 

 

 平成 26 年 11 月 26 日（水）に北海道大学学術交流会館において“キャンパスサステナブル推

進協議会”が開催されました．センターからは，吉村 知里助教と西山が出席し，午後の報告会で

は，吉村 助教が「神戸大学の学生参加型環境教育の現状と課題」のタイトルで発表を行いました．

以下に講演および午後の報告会の概要を簡単に記します． 

 

トッピクス 

◯「サステイナブルキャンパス評価システム」 （北大院工）小篠 隆生氏 

・大学，研究機関のキャンパスサステナブルに関する評価システムの構築 

・環境対策への対応だけでなく，キャンパスのプランニング，構築，管理方に関する項目や組織

体制の充実度なども含めて評価．PDCA サイクルを円滑に循環させるシステムを持っているか

が重要なポイント． 

→ 文科省 大臣官房文京施設企画部 森 政之 室長，「大学評価の一環として，また大学機

能強化につながる活動として注目している．」 

◯「千葉大学における EMS への学生参画による利点」（千葉大環境 ISO 事務局）岡山 咲子氏 

・学生委員会 

 学部講義 「環境マネジメントシステム実習 I～III」 履修者を学生委員会メンバーとして登

録．3 年次まで継続して履修した学生を学生委員会のコアメンバーとして育成． 

 最終的にコースを完了した学生に学長名で「千葉大学環境マネジメント実務士」を授与． 

 学生委員会の活動：学内の環境整備活動，企業へのインターンシップ，環境報告書作成など多

方面の活動に参加． 

◯「表彰制度」 

 本推進協議会に参画する組織およびその構成員を対象として，表彰制度を導入．平成 27 年度か

ら実施 

 スケジュール：申請受付開始 4 月 1 日（締切 8 月 31 日），審査 9 月中旬，表彰式 11 月

中旬（年次大会で）広く応募を募る 

次回の年次大会は，2016 年 11 月に千葉大学で開催の予定． 

（文責 西山 覚） 

 

  

報告会での吉村 助教の発表 
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非環状テトラチオエーテルジカルボン酸を用いた 

金属イオンの溶媒抽出挙動の研究 
 

人間発達環境学研究科 人間環境学専攻  井畑 直樹，齊藤 惠逸 (物質環境論) 

 

 溶媒抽出は物質の分離・精製法の一手段であり，固体から目的成分を溶出させる固‐液抽

出と目的成分の二つの溶媒間の分配平衡を利用する液‐液抽出に大別される．液‐液抽出は，

工業的には金属イオンの回収に用いられている． 

当研究室では，硫黄を配位原子とする有機試薬による金属イオンの液‐液抽出に関する研

究を行ってきている．中性の環状テトラチオエーテル（1）による金属イオンの溶媒抽出挙動

の検討に始まり，その後分子内にカルボキシル基を一つ導入した環状テトラチオエーテル（2）

を合成し，金属イオン抽出試薬としての性質を検討した． 

現在は，非環状のテトラチオエーテルにカルボキシル基を二つ導入した化合物（H2L）によ

る金属イオンの溶媒抽出挙動の検討を行っている．

その際，金属イオン濃度を測定する手段として，

環境保全推進センターの偏光ゼーマン原子吸光光

度計（日立製 Z-2010）を使用させていただいてい

る．硫黄はソフトなルイス塩基であるため，ソフ

トなルイス酸である Ag(I)や Cu(I)をよく抽出する

ことが知られているが，分子内にカルボキシル基

を組み込むことにより，ハードとソフトの中間で

ある Cu(II)もある程度抽出される．非環状テトラ

チオエーテルのカルボキシル基の結合位置の違い

（末端のベンゼン環のメタ位とパラ位）が抽出挙

動にどのように影響するかを検討したところ，

Cu(II)および Pd(II)は 3 と 1:2 錯体（Cu(HL)2）を形

成して抽出されるのに対して，4 とは 1:1 錯体（CuL）

を形成して抽出されることが分かった．ほとんど

同じような抽出挙動をとるだろうと予想していた

が，抽出される錯体の組成が異なるという興味深

い結果が得られた．末端のベンゼン環のオルト位

にカルボキシル基をもつ化合物を合成し，金属イ

オンの抽出挙動を検討して前述の結果と比較した

いと考えている． 

 最後に，原子吸光光度計をこころよく使用させていただき，また，使用に当たりご指導を

いただきましたセンターの教職員の方々に心より感謝申し上げます． 
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環境学生調査隊の活動を振り返って 

 

人間発達環境学研究科 博士課程 近藤洋隆 

 

環境学生調査隊は、2012 年の「環境報告書を読む会」に参加した学生の中から有志３名で

福田学長にインタビューを行ったことをきっかけに 2012 年秋に発足した組織です。学生目線

での提案を目的とし、発足当初は期待と不安の中手探りでの活動でしたが、環境管理センタ

ー（現環境保全推進センター）や多くの教職員の方に支えられて、今年度で 3 年目を迎える

ことができました。 

 

2012 年度は先進的な環境活動に取り組んでいる千葉大学への訪問や、様々な大学・企業が

集まる環境の祭典エコフェスタへの見学、そして学内の環境団体へのインタビューなどを行

いました。2013 年度は学長との対談、環境報告書の表紙や温度計付きマグネットの募集、学

内の環境団体の活動を紹介するエコフェスタや、学生の持っている環境改善のアイデアを発

表するエコアイデアコンテストの開催、北海道大学への訪問などを行いました。 

 

そして、2014 年度は 6 月にエコフェスタの開催、7 月に環境報告書の表紙募集といった定

番になりつつある活動に加え、新たに 8 月に神戸市下水処理施設東水環境センターの見学を

行いました。東水環境センターでは、先端的な下水や汚泥の処理施設を見学し、汚水からの

再生水、バイオガス、灰などを活かす取り組みについて学びました。前年度のエコアイデア

プレゼン大会のフォローアップとして、各案の進行状況を確認し、その中の「チラシの電子

化」の実現のための検討も始めました。また、環境学入門の授業の中で環境学生調査隊の PR

の時間をいただき、プレゼンやアンケートを行いました。そこから多くの学生は環境に興味

はあるけれど、環境活動を行うとなると二の足を踏んでいる状況であることがわかりました。

11 月には、これまでの環境学生調査隊の活動が認められて環境保全推進特別賞を受賞いたし

ました。 

 

大学の環境活動を行う上で、教員・職員・学生が同じ意識を持って一体となって環境活動

を行う必要がありますが、環境学生調査隊の活動を始めた頃は、まだ学生の視点が抜け落ち

たまま環境活動が行われていました。この 3 年間の活動を通して、ある程度学生目線からの

意見を取り入れることができたのではないかと思います。しかし、まだ学生が環境活動に参

加しやすい体制は整っていません。環境学生調査隊の次のステージとして、興味を持ってい

る学生たちが参加しやすい体制を構築し、教員・職員・学生が一体となって取り組める環境

活動へとつなげていければと考えています。 
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廃液の分別のしかた 

 

 神戸大学は市街地に隣接しているため、実験廃液を学内で処理せず、産業廃棄物処理業者

に処理を委託しています。実験廃液は、神戸大学排水水質管理及び薬品類廃棄物処理規則で

定められた薬品類廃棄物(廃液)分類表に従って分別していただいておりますが、この分類表

は法令に基づくのみならず、処理業者が安全に効率よく処理できることも考慮して定めてい

ます。以下のフローチャートは、廃液がそうした分類表のどの分類項目に該当するかを判断

する際に役立てていただけるように作成しました。今後も引き続き実験廃液の適切な分別を

お願いしますとともに、該当項目が見つからないときや判断の難しいときには、環境保全推

進センターまでお問い合わせくださいますようお願いします。 

 

 

 

  

○水性廃液 

・水性廃液は有害金属の凝集沈殿、中和、分解、焙焼等の処理が行われます。 

・有機溶媒が含まれると凝集沈殿における凝集剤の効果が阻害されることがあるため、

有機溶媒の混入は避けてください。混合物は油性廃液として処理されます。 

○油性廃液 

・油性廃液は焼却処理が行われます。 

・廃液貯留時、混合による発熱・発煙・発火等に注意してください。 

・参考のため、下表に油性廃液に混ぜると危険な化学物質を例示しました。 

 

油性廃液に混ぜると危険な化学物質例 

対象 化学物質名

アルカリ金属、アルカリ土類金属 リチウム、ナトリウム、カリウム、カルシウム

還元性の強い物質 炭化カルシウム、水素化ナトリウム、水素化カリウム

ニトロ化合物及び火薬類 ニトロセルローズ、ピクリン酸、トリニトロトルエン

過酸化物 過酸化ナトリウム、過酸化カリウム、過酸化カルシウム

塩素酸及び過塩素酸化合物 塩素酸ナトリウム、塩素酸カリウム、過塩素酸カリウム

酸化性の強い物質 硝酸ナトリウム、硝酸カリウム、過マンガン酸カリウム

アルキルアルミニウム化合物 トリエチルアルミニウム、トリイソブチルアルミニウム

危険、有害、腐蝕性の著しい物質 シアン化合物、ニトリル類、ヒドラジン類、アセチリド類
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よくあるお問い合わせ 

〇 抽出に使用した水溶液は水性廃液で良いのでしょうか？ 

→抽出時に有機溶媒が混ざることがあるため、油性廃液で処理します。 

〇 培養廃液は排水として流しても良いのでしょうか？ 

→環境負荷のかかるものはすべて廃液として回収しております。神戸市の排除基準に窒素

含有量やリン含有量、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）が設けられています。これらの基

準を満たした排水とするため、廃液として処理してください。 

〇 分類Ⅲ－１と分類Ⅳ－１の区別がつきにくい。 

→以下の表を参照に分別ください。 
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学界活動等 

学会・研究発表 

1. ○末次憲一郎, 勝田知尚, 佐藤正明, 吉村知里, 西山覚. 神戸大学の環境保全活動. 日

本ＬＣＡ学会 (2015). 

2. ○末次憲一郎, 塩田尚史. 阪神大震災により創成された鉛フリーはんだ材料の経年環境

評価. 日本ＬＣＡ学会 (2015). 

3. ○末次憲一郎, 松木一弘, 許哲峰, 小西琢磨, 寺田圭五. 阪神大震災により創成された

高温鉛フリーはんだの環境特性改善. 日本ＬＣＡ学会 (2015). 

4. ○塩田尚史, 末次憲一郎, 勝田知尚. 鉛に汚染された土壌の評価とバイオレメディエー

ションによる鉛の回収. 日本ＬＣＡ学会 (2015). 

5. ○吉村知里, 國部克彦, 勝田知尚, 佐藤正昭, 末次憲一郎, 西山覚. 神戸大学の学生参加

型環境教育. 日本ＬＣＡ学会 (2015). 

6. 松木一弘, 小西琢磨, 許哲峰, 崔龍範, 末次憲一郎. 高温対応の鉛フリーはんだ用

Zn-Al-Sn 合金の設計・特性. 鋳造工学学会誌, Vol.86, No.3, pp.216–222, 2014. 

7. ○Zhefeng Xu, Kazuhiro Matsugi, Yongbum Choi, Keigo Terada, Ken-ichiro Suetsugu. 
Prediction of Mechanical Properties on Zinc System Alloys and Their Application to 
High Temperature Lead-free Solder. Electronics System-Integration Technology 
Coference (ESTC 2014), Helsinki, Finland. 

8. 松木一弘, 小西琢磨, ○許哲峰, 崔龍範, 末次憲一郎. 高温対応の鉛フリーはんだ合金
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9. ○八木裕樹, 小西琢磨, 許哲峰, 崔龍範, 松木一弘, 末次憲一郎. 環境対応型無鉛はん
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11. ○渡邉千尋, Giannelli Luca, 山地秀樹, 勝田知尚. カスケード型フォトバイオリアクタ
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共同研究 

1. 挑戦的萌芽研究：原生動物ハリタイヨウチュウによる水質モニタリング法の生物学的基盤. 

吉村知里(研究代表者), 洲崎敏伸(研究分担者). (26 年度-28 年度). 

2. 基盤研究(C)：共生クロレラを持つ原生動物による土壌結合元素の取り込み機構. 洲崎敏

伸(研究代表者), 吉村知里(研究分担者). (26 年度-28 年度). 

3. 新学術領域研究：マトリョーシカ型進化原理. 野崎智義(領域代表者), 洲崎敏伸(研究代

表者), 吉村知里(連携研究者)など. (23 年度-27 年度). 

4. 池田泉州銀行「コンソーシアム研究開発助成金」：原生生物を用いた運搬可能な放射性セ

シウム汚染土壌の除染装置の開発． 関西化工株式会社, 洲崎敏伸(総括研究代表者), 吉

村知里(研究分担者)など. (26 年度-28 年度). 
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PCT/JP2014/081726. (2014). 
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理学研究科 田　村　厚　夫 松　原　亮　介 古　家　圭　人

医学研究科 西　村  範　行

医学部附属病院 槇　本　博　雄

保健学研究科 宇　賀　昭　二 大　澤　佳　代

工学研究科 加　藤　正　司 柴　坂　敏　郎 前　田　浩　之

システム情報学研究科 大　西　裕　也
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附属中等教育学校 安　岡　久　志 安　田　和　宏

明石地区附属学校 伊　藤　　　 篤
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池　田　幸　雄
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事務局施設部　   　　　　　　　　　　　　　　　　　 （　　　　〃　　　 ） 松　下　博　行

センター長                                            （　　　　〃　　　 ） 西　山　 　　 覚

副センター長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（　　　　〃　　　 ） 勝　田   知　尚

環境企画部門長　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　〃　　　 ） 末　次　憲一郎

環境管理部門長　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　〃　　　 ） 佐　藤　正　昭

西　村　範　行 佐　伯　陽　介

長　塚　友　宏 長　塚　友　宏

環境保全推進センター各種委員名簿 
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委員役職名 所属部局等 職　名 氏　名

委員長 環境保全推進センター 環境企画部門長　特命教授 末　次　憲一郎

委員 環境保全推進センター 副センター長 勝　田　知　尚

委員 環境保全推進センター 助教 吉　村　知　里

委員 法学研究科 教授 泉　水　文　雄

委員 理学研究科 准教授 田　村　厚　夫

委員 国際文化学研究科 教授 村　尾　　　元

委員 人間発達環境学研究科 教授 白　杉　直　子

委員 医学研究科 准教授 西　村　範　行

委員 保健学研究科 教授 宇　賀　昭　二

委員 海事科学研究科 教授 三　村　治　夫

委員 附属学校部明石地区 明石地区附属学校　校長 伊　藤　　　篤

委員 連携創造本部 准教授 鶴　田　宏　樹

委員 施設部 施設部長 松　下　博　行

委員 神戸大学環境学生調査隊 経営学部４年 大　平　健　治

委員 神戸大学環境学生調査隊 経営学部４年 福　田　雄　介

委員 工学研究科 教授 竹　野　裕　正

委員 工学研究科 准教授 梶　並　昭　彦

委員 人間発達環境学研究科 教授 齊　藤　惠　逸

委員 広報室 専門員 赤　松　朋　広

委員 財務部 契約課課長補佐 田　村　好　史

委員 工学研究科 技術職員 石　井　悦　子

委員役職名 所属部局等 職　名 氏　名

委員長 環境保全推進センター 環境企画部門長　特命教授 末　次　憲一郎

委員 環境保全推進センター 副センター長 勝　田　知　尚

委員 施設部 施設部長 松　下　博　行

委員 医学研究科事務部 施設管理課設備係長 藤　本　裕　万

委員 医学研究科 准教授 西　村　範　行

委員 経済学研究科 准教授 中　川　聡　史

委員 理学研究科 准教授 田　村　厚　夫

委員 大教教育推進機構 助教 佐　藤　鋭　一

委員 人間発達環境学研究科 教授 白　杉　直　子

委員 保健学研究科 教授 宇　賀　昭　二

委員 海事科学研究科 教授 三　村　治　夫

委員 附属学校部 明石地区附属学校　校長 伊　藤　　　篤

委員 工学研究科 准教授 竹　林　英　樹

環境企画・評価専門委員会名簿 
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委員役職名 所属部局等 職　名 氏　名

委員長 環境保全推進センター 環境管理部門長　教授 佐　藤　正　昭

委員 環境保全推進センター センター長 西　 山　　　覚

委員 環境保全推進センター 副センター長 勝　田　知　尚

委員 環境保全推進センター 助教 吉　村　知　里

委員 環境保全推進センター 助手 重　里　豊　子

委員 環境保全推進センター 技術職員 西　川　大　介

環境教育専門委員会名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境保全推進センタースタッフ 

センター長（兼任） 西山  覚 

副センター長（専任・准教授） 勝田 知尚 

環境企画部門長（兼任） 末次憲一郎 

環境管理部門長（兼任） 佐藤 正昭 

センター員（専任・助教） 吉村 知里 

センター員（専任・助手） 重里 豊子 

センター員（専任・技術職員） 西川 大介 

 



 

 

  



 

 

 

神戸大学 環境保全推進センター 

〒657-8501 兵庫県神戸市灘区六甲台町 1-1

TEL& FAX : 078-803-5990,5991 

E-mail : cema@research.kobe-u.ac.jp 
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